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著者は長年にわたってこれら海域の漁況および環境の変化を くわ しくしらべ, その結果から漁場形成
期, 漁場形成域および漁場水域における魚群の浮上条件などについて, とくにくわしく検討しているO
マサバ群の来遊開始期は, 北海道東南水域では黒潮系暖流系水の舌状突入部が認められ, その中軸部で
水温 19oC以上を示し, 舌状部の周縁, つまり潮目付近で 16-17oC以上に上昇する頃である｡ 近年では
その時期は7月下旬ごろである｡ したがってこの頃にこのような海況を示しはじめたら早期来遊群の到達
を予測してよい｡ 一方, 石狩湾水域ではこの時期は各所に形成される渦動性収敵城における水温が 13oC
以上, 沿岸水筒の水温がほぼ 15oC以上になったころで, その時期は年により多少のずれはあるが, 一般
に6月上 ･中旬ごろである｡
また, 漁場は暖寒両水系の接触によって生ずる潮境, または半島 ･岬 ･島 ･浅瀬などの存在によって生




令では満 ･朔の2 ･ 3 日前に低下する｡ しかしこの場合, サバ群の浮上が認められなくても必ずしもサバ
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である｡ この来遊は毎年6月上旬から8月下旬まで続き, この間に10-12群団が来遊することが認められ
る｡ これに反し北海道東南方水域では同一系の群団が一度に集約的に来遊する｡ しかしくわしく観察する
と, この群団は1大集団としてまとまったものでなく, 小群の集合によって形成されている｡ このような
両海区における魚群の漁場への来遊状態の相違は, 漁場調査の結果からみて石狩湾の方が北海道束南方水
域より漁期における海況が複雑なためであると推定される｡





などの環境条件の変化を追求することにより, 漁況の変化をかなり敏速 ･正確につかみうる｡ とくに北海
道東南漁場では黒潮と親潮の相対的勢力の消長によって渦動郡が形成されるかどうかにより, また石狩湾
漁場では対馬暖流と沿岸水帯との交流状態や半島 ･岬 ･島 ･浅瀬などに渦動郡が形成されるかどうかによ
って, それぞれ漁況が著しく変化することを明らかにした｡ さらにサバ漁業では魚群が浮上してくること
が重要な条件であるが, この条件が太陽黒点数の周期的変化や朔 ･望 ･風向などと密接な関係があること
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